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「
な
が
ら
会
」会
則

「
な
が
ら
会
」会
則

【
名　

称
】

●
第
1
条
　

　
本
会
は
、朝
日
大
学
職
員
協

議
会「
な
が
ら
会
」と
称
す
る
。

【
目　

的
】

●
第
2
条
　

　
本
会
は
、
学
校
法
人
朝
日
大

学（
以
下「
本
学
」と
い
う
。）

と
そ
の
職
員
が
、
建
学
の
精

神
に
則
り
、
相
互
に
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
か
つ
、

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
本
学

の
発
展
の
た
め
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
並
び
に
会
員
相

互
の
親
睦
と
会
員
の
福
利
厚

生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

会
員
か
ら
本
学
へ
要
望
等
が

あ
る
場
合
、
本
会
が
定
め
た

代
表
者
を
通
じ
て
こ
れ
を
伝

達
し
、
協
議
の
場
を
持
つ
こ

と
等
を
目
的
と
す
る
。

【
会
員
資
格
】

●
第
3
条
　

　
本
会
の
会
員
は
、
第
５
条
に

規
定
す
る
事
業
所
に
勤
務
す

る
職
員
で
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
者
と
す
る
。

（1）
穂
積
事
業
所
、
医
科
歯
科
医

療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

　

本
学
に
勤
務
す
る
職
員
で
１

年
を
超
え
る
期
間
、
常
時
雇

用
さ
れ
る
者
と
し
、
当
該
職

員
に
は
、
本
学
特
別
契
約
職

員
就
業
規
程
に
基
づ
き
採
用

さ
れ
た
職
員
、
本
学
特
定
契

約
職
員
就
業
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
た
職
員
、
本
学
嘱

託
職
員
規
程
及
び
本
学
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
規
程
に
基
づ
き

採
用
さ
れ
て
い
る
職
員
で
週

４
日
以
上
勤
務
す
る
者
を
含

む
も
の
と
す
る
。

（2）
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

　

朝
日
大
学
病
院
職
員
互
助
会

会
員
で
あ
る
者

２
本
学
の
役
員
は
、
会
員
資
格

を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
本
会
へ
の
入
会
は
、
入
会
届

を
第
10
条
に
定
め
る
幹
事
会

に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
事　

業
】

●
第
4
条
　

　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
等
を
行

う
。

（1）
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

行
事
の
企
画
及
び
実
行
に
関

す
る
こ
と

（2）
会
員
の
勤
務
条
件
及
び
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
本
学
に
対

し
意
見
、
要
望
を
表
明
、
伝

達
し
、
ま
た
、
本
学
と
協
議
・

協
定
す
る
こ
と

（3）
労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
に

定
め
る
従
業
員
の「
過
半
数

代
表
者
」と
し
て
の
任
務
を

行
う
こ
と

（4）
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
こ
と

2
前
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
項
第
1
号
に
定
め
る

行
事
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会

の
決
定
に
よ
り
会
員
以
外
の

者
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
本
部
及
び
支
部
】

●
第
5
条
　

　
本
会
は
、
事
務
所（
本
部
）を

朝
日
大
学
内
に
置
く
。

2
本
会
は
、
穂
積
事
業
所
、
医

科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業

所
及
び
朝
日
大
学
病
院
事
業

所
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
置
く
。

【
役　

員
】

●
第
6
条
　

　
本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（1）
幹
事	

14
名
以
上
21
名
以
内

（2）
監
査
委
員	

3
名
以
内

2
幹
事
の
う
ち
1
名
を
代
表
幹

事
と
し
、
幹
事
総
数
の
過
半

数
の
議
決
に
よ
り
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
代
表
幹
事
の

職
を
解
任
す
る
と
き
は
、
幹

事
総
数
の
3
分
の
2
以
上
の

議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
代
表
幹
事
の
職
務
を
助
け
る

た
め
、
副
代
表
幹
事
1
名
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
副
代

表
幹
事
の
選
任
、
解
任
に
つ

い
て
は
前
項
を
準
用
す
る
。

【
幹
事
の
選
任
】

●
第
7
条
　

　
幹
事
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
各
事
業
所
の
各
部
門
ご
と

に
定
め
た
数
と
し
、
各
部
門

か
ら
相
当
な
方
法
で
あ
ら
か

じ
め
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法

第
41
条
第
2
号
に
定
め
る
者

は
幹
事
と
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

穂
積
事
業
所

（1）
法
学
部	

1
名

（2）
経
営
学
部	

1
名

（3）
保
健
医
療
学
部	

1
名

（4）
歯
学
部（
朝
日
大
学
病
院
に

併
任
さ
れ
て
い
る
医
系
教
育

職
員
を
除
く
）	

2
名

（5）
事
務
局
各
部（
病
院
事
務
部

を
除
く
。）事
務
職
等	

5
名

（6）
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー	

１
名

（7）
留
学
生
別
科	
１
名

（8）
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校	
１
名

　
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

（1）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医

療
職	

2
名

（2）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
職
等	

1
名

　

朝
日
大
学
病
院
事
業
所

（1）
朝
日
大
学
病
院
に
併
任
さ
れ

て
い
る
歯
学
部
医
系
教
育
職

員	

1
名

（2）
朝
日
大
学
病
院
医
療
職	

2
名

（3）
朝
日
大
学
病
院
事
務
職
等	

2
名

【
監
査
委
員
の
選
任
】

●
第
8
条
　

　
監
査
委
員
は
、
本
会
の
会
員

で
、
幹
事
会
に
お
い
て
推
薦

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
総
会

に
お
い
て
選
任
す
る
。

【
代
表
幹
事
等
の
任
務
】

●
第
9
条
　

　
代
表
幹
事
等
の
任
務
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（1）
代
表
幹
事
は
、
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
と
と

も
に
、
各
事
業
所
に
つ
い
て

第
4
条
第
1
項
第
3
号
の
任

務
を
行
う
。

（2）
副
代
表
幹
事
は
、
代
表
幹
事

を
補
佐
し
、
代
表
幹
事
に
事

故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を

代
行
す
る
。

（3）
本
会
に
、
庶
務
、
会
計
を
担

当
す
る
た
め
、
幹
事
会
の
選

任
に
よ
り
庶
務
幹
事
、
会
計

幹
事
を
各
2
名
置
く
も
の
と

す
る
。

（4）
監
査
委
員
は
、
本
会
の
業
務

監
査
及
び
会
計
監
査
を
行
う
。

【
幹
事
会
】

●
第
10
条
　

　
本
会
に
、
幹
事
を
も
っ
て
組

織
す
る
幹
事
会
を
置
く
。

2
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審

議
す
る
。

（1）
総
会
に
提
案
す
る
事
項

（2）
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（3）
会
員
資
格
の
審
査

（4）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
な
事
項

3
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招

集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

4
幹
事
会
は
、
過
半
数
の
幹
事

が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を

開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

5
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
幹

事
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

【
支
部
幹
事
会
】

●
第
11
条

　
幹
事
会
の
も
と
に
、
各
事
業

所
毎
に
支
部
幹
事
会
を
置

く
。

（1）
支
部
幹
事
会
は
、
各
事
業
所

に
お
け
る
第
7
条
各
号
に
定

め
る
各
部
門
か
ら
選
任
さ
れ

た
幹
事
に
よ
り
構
成
す
る
。

（2）
幹
事
会
は
、
各
事
業
所
の
み

に
関
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
支
部
幹
事

朝
日
大
学
職
員
協
議
会
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会
に
議
決
を
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
支
部
幹

事
会
に
お
け
る
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
支
部
長
は
速
や
か

に
幹
事
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（3）
支
部
長
は
、
各
支
部
の
幹
事

の
う
ち
か
ら
幹
事
会
で
選
任

す
る
。

（4）
支
部
幹
事
会
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
前
条
第
3
項
乃
至
第

5
項
を
準
用
す
る
。

（5）
支
部
長
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
い
て
第
4
条
第
1
項
第
3

号
の
任
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

【
役
員
の
任
期
】

●
第
12
条

　

幹
事
及
び
監
査
委
員
の
任
期

は
2
年
と
し
、
4
月
1
日
か

ら
翌
々
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。
任
期
満
了
直
近
の
総

会
に
お
い
て
改
選
す
る
。
幹

事
及
び
監
査
委
員
は
、
新
た

に
幹
事
及
び
監
査
委
員
が
選

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
職

務
を
継
続
す
る
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
。

2
幹
事
及
び
監
査
委
員
は
、
再

任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
幹
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
第
7
条
に
よ
り
幹
事
の

選
任
を
行
う
。
た
だ
し
、
欠

員
が
当
該
事
業
所
の
幹
事
数

の
3
分
の
1
以
内
の
と
き
は

欠
員
補
充
を
行
わ
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
補
欠
の
幹
事
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

4
監
査
委
員
に
2
人
以
上
欠
員

が
生
じ
た
と
き
は
、
第
8
条

に
よ
り
監
査
委
員
の
選
任
を

行
う
。

【
総　

会
】

●
第
13
条

　
総
会
は
、
こ
の
会
則
で
定
め

る
事
項
を
決
議
す
る
。

【
総
会
の
組
織
等
】

●
第
14
条
　

　

総
会
は
、
会
員
に
よ
り
こ
れ

を
組
織
す
る
。

2
総
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

3
総
会
は
、
会
員
の
4
分
の
1

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会

議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
委
任
状
を
提

出
し
た
者
は
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

4
会
員
は
、
代
理
人
に
議
決
権

の
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
以

外
の
者
は
代
理
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5
総
会
の
議
事
は
、
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
、
出
席
し
た

会
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。

【
定
期
総
会
等
】

●
第
15
条
　

　

総
会
は
、
定
期
総
会
を
毎
年

12
月
に
開
催
し
、
臨
時
総
会

は
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
会
員
総
数
の
5

分
の
1
以
上
の
会
員
か
ら
要

求
が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
幹

事
は
30
日
以
内
に
総
会
を
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
会
の
審
議
事
項
】

●
第
16
条
　

　

次
の
事
項
は
、
総
会
に
付
議

し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（1）
事
業
計
画
及
び
予
算

（2）
事
業
報
告
及
び
決
算

（3）
会
員
の
除
名

（4）
会
則
の
改
廃

（5）
そ
の
他
本
会
に
関
す
る
重
要

事
項

【
役
員
の
解
任
】

●
第
17
条
　

　
総
会
は
、
役
員
に
著
し
い
非

行
そ
の
他
役
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
出
席
し
た
会
員

の
3
分
の
2
以
上
の
議
決
に

よ
り
、
当
該
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
本
学
と
の
協
議
・
決
定
事
項
】

●
第
18
条
　

　

会
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
等

の
表
明
、
伝
達
又
は
協
議
が

必
要
な
場
合
、代
表
幹
事
は
、

本
会
を
代
表
し
て
本
学
に
そ

の
意
見
、
要
望
を
伝
達
し
、

ま
た
、
本
学
と
協
議
し
、
代

表
者
間
で
署
名
又
は
記
名
押

印
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
協
定
書
に
定
め
る
事

項
は
、
原
則
と
し
て
会
員
に

対
し
て
効
力
を
有
し
、ま
た
、

本
会
は
こ
の
協
定
書
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
本
学

に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義

務
を
負
う
。

3
協
定
書
等
に
よ
り
会
員
に
対

し
効
力
の
及
ぶ
事
項
及
び
会

員
に
周
知
す
る
必
要
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
掲
示
、
回

覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
学
に
対
し
会
員
か

ら
の
意
見
、要
望
等
を
表
示
、

伝
達
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
相
当
と
認
め
る
方
法
で

会
員
か
ら
意
見
、
要
望
等
を

聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

【
会
員
資
格
の
喪
失
】

●
第
19
条
　

　

会
員
は
、
次
の
各
号
に
該
当

し
た
と
き
は
会
員
資
格
を
失

う
。

（1）
本
学
と
の
雇
用
契
約
が
終
了

し
た
と
き

（2）
退
会
届
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
と
き

（3）
総
会
に
よ
り
除
名
さ
れ
た
と

き
（4）
第
3
条
第
1
項
に
定
め
る
資

格
要
件
を
失
っ
た
と
き

【
除　

名
】

●
第
20
条

　

会
員
に
次
の
事
項
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
き
、
総
会

は
当
該
会
員
を
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（1）
会
費
の
支
払
い
を
3
か
月
以

上
怠
っ
た
と
き

（2）
そ
の
他
本
会
の
会
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
き

【
会　

計
】

●
第
21
条
　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

【
会　

費
】

●
第
22
条
　

　

会
費
は
、
月
額
100
円
と
し
、

毎
月
所
定
の
期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
助　

成
】

●
第
23
条

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
諸
行
事
を

実
施
し
、
幹
事
会
の
認
め
た

同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
。

2
前
項
の
諸
行
事
及
び
同
好
会

活
動
そ
の
他
本
会
の
運
営
に

関
し
、
本
会
は
本
学
か
ら
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

【
雑　

則
】

●
第
24
条

　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に

定
め
る
。

【
附　

則
】

　

こ
の
改
正
は
、
２
０
１
９
年

7
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

ながら会　幹事
飯田　幸弘

（歯学部歯科放射線学分野）

奥山　克史 
（歯学部歯科保存学分野）

柏木　純香
（法学部法学科）

山内　志文
（経営学部経営学科）

則竹　　翔
（保健医療学部看護学科）

工藤　昌義
（教職課程センター）

梶原　綾乃
（留学生別科）

大島小帆里
（歯科衛生士専門学校）

和田　信好
（事務局　総務部施設管理課）

藤井　辰憲
（事務局　学事部学生スポーツ支援課）

林　　優斗
（事務局　総務部経理課）

渡邉　明奈
（事務局　学事部入試広報課）

中浦　珠美
（事務局　就職支援部就職支援課）

堀江　千里
（医科歯科医療センター 事務課）

堀　　十月
（歯科衛生部）

市川　清香
（歯科衛生部）

坂元　直行
（消化器内科）

野原　利文 
（放射線部）

木村加奈子
（看護部）

伊藤　佑奈
（事務局　病院事務部健診センター）

片野利恵美
（事務局　病院事務部医事一課）
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ななががらら会会  新  新入入会会員員
教職員氏名 所属

藤　瀬　多佳子 歯学部
BALDEON GUTIERREZ ROSA EDITH 歯学部
安　藤　美　空 歯学部
磯　﨑　真　希 歯学部
伊　藤　里　帆 歯学部
村　瀬　由　起 歯学部
菊　池　　　毅 歯学部
木　方　　　奨 歯学部
澤　田　智　史 歯学部
小　﨑　芳　彦 歯学部
半　田　俊　之 歯学部
平　原　三貴子 歯学部
前　田　知馨代 歯学部
三　輪　芳　久 歯学部
大　矢　正　寛 保健医療学部・看護学科
垣　根　美　幸 保健医療学部・看護学科
桑　田　弘　美 保健医療学部・看護学科
柴　山　健　三 保健医療学部・看護学科
田　畑　真　澄 保健医療学部・看護学科
本　坊　智　子 保健医療学部・看護学科
澤　田　　　仁 保健医療学部・救急救命学科
畑　佐　健　司 保健医療学部・救急救命学科
藤　澤　俊　明 保健医療学部・救急救命学科
加　藤　博　章 法学部
土志田　佳　枝 法学部
廣　瀬　翔太郎 法学部
塚　田　敬　義 法学研究科
村　山　義　広 教職課程センター
大　澤　紗代子 事務局
中　島　亜喜代 事務局
羽　谷　拳　和 事務局
戸　谷　仁　美 医科歯科医療センター
加　藤　雄　大 医科歯科医療センター
小　川　　　舞 歯科衛生部
髙　橋　莉　子 歯科衛生部
中　垣　香　音 歯科衛生部
南　宮　美　羽 歯科衛生部
廣　井　佑　香 歯科衛生部
松　尾　実乃里 歯科衛生部
安　田　奈　央 歯科衛生部

教職員氏名 所属
柳　沢　梨　乃 歯科衛生部
山　下　未　雪 歯科衛生部
山　下　凜　乙 歯科衛生部
村　瀬　三和子 歯科衛生部
加　古　訓　代 歯科衛生部
季　羽　英　史 PDI 岐阜歯科診療所
児　玉　一　希 PDI 岐阜歯科診療所
横　谷　優　作 大学病院
浅　井　千加良 大学病院
荒　田　修　治 大学病院
北　澤　　　舞 大学病院
熊　谷　信　利 大学病院
橋　爪　里　英 大学病院
吉　山　　　慧 大学病院
宮　永　悠　聖 大学病院
キ ム　 ジ ヌ ン 大学病院
髙　橋　稜　平 大学病院
佐々木　匡　美 大学病院
成　田　和　真 大学病院
山　中　佑　香 大学病院
鈴　木　　　慶 大学病院
石　黒　博　貴 大学病院
板　倉　　　将 大学病院
加　藤　絢　葉 大学病院
桑　原　百　香 大学病院
野　尻　実　夢 大学病院
安　井　遥　香 大学病院
石　田　奈　月 大学病院
杉　浦　彩　華 大学病院
伊　藤　　　彩 大学病院
江　﨑　心　優 大学病院
片　岡　奈々美 大学病院
松　尾　心　優 大学病院
大　熊　夢　奈 大学病院
堀　　　朋　華 大学病院
山　岡　妃南子 大学病院
川　地　愛　菜 大学病院
渡　辺　留　妃 大学病院
梅　田　千　鶴 大学病院
井　戸　瑠依菜 大学病院

教職員氏名 所属
平　野　結梨香 大学病院
丹　羽　陽乃実 大学病院
坂　田　美　樹 大学病院
宮　本　達　也 大学病院
下　方　みなみ 大学病院
宮　川　乃里香 大学病院
五十嵐　梨　子 大学病院
吉　田　奈　未 大学病院
一　川　達　也 大学病院
河　村　琴　音 大学病院
松　本　優　衣 大学病院
寺　倉　紗　希 大学病院
三　輪　詩衣奈 大学病院
山　田　　　萌 大学病院
山　口　浩　澄 大学病院
橋　詰　美知子 大学病院
古　川　順　子 大学病院
川　瀬　たき子 大学病院
大　矢　和　樹 大学病院
河　田　幸　子 大学病院
宮　﨑　順　子 大学病院
林　デルマ　カレル 大学病院
大　島　清　二 大学病院
大　矢　美　樹 大学病院
和　田　八　代 大学病院
紺　野　真紀子 大学病院
日　野　誠　二 大学病院
北　川　和　典 大学病院
蜂須賀　慶　子 大学病院
廣　瀬　祐　子 大学病院
堀　　　曜　子 大学病院
大　谷　久美子 大学病院
若　原　成　子 大学病院
森　田　祐佳子 大学病院
中　島　栄　子 大学病院
北　島　能里子 大学病院
河　村　枝里子 大学病院
中　根　健　登 大学病院
森　　　奏　瑛 大学病院

（敬称略、順不同）
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め
に
深
場
へ
移
動
す
る
「
落
ち

ダ
イ
」が
エ
サ
を
盛
ん
に
追
い
、

春
以
上
に
荒
食
い
を
見
せ
る
時

期
で
型
・
数
と
も
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　

冬
を
前
に
し
っ
か
り
と
脂
を

蓄
え
た
マ
ダ
イ
は
、
身
が
締
ま

り
な
が
ら
も
肉
厚
で
、
味
わ
い

は
格
別
で
す
。
そ
ん
な
旬
真
っ

只
中
の
魚
を
狙
っ
て
、
参
加
者

一
同
期
待
を
胸
に
竿
を
出
し
ま

し
た
。

　

次
第
に
雨
脚
が
強
ま
り
風
も

強
く
吹
き
始
め
、
波
も
高
く

な
っ
て
き
て
釣
り
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
し
て
は
決
し
て
良
い

と
は
言
え
な
い
、
む
し
ろ
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
中
で
も
魚
の
活
性
は
ぼ
ち

ぼ
ち
高
く
、
マ
ダ
イ
を
は
じ
め
、

チ
ダ
イ
、
ヒ
レ
コ
ダ
イ
、
ハ
マ

チ
な
ど
が
次
々
と
ヒ
ッ
ト
。
50

㎝
級
の
刺
身
サ
イ
ズ
の
マ
ダ
イ

も
お
目
見
え
し
、
終
わ
っ
て
み

れ
ば
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
賑

わ
う
大
漁
釣
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
命
で
は
な
い
で
す
が
、
秋

の
チ
ダ
イ
も
嬉
し
い
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
す
。
マ
ダ
イ
と
異
な
り
こ

の
時
期
が
産
卵
期
に
あ
た
る
た

め
、
卵
や
白
子
を
た
っ
ぷ
り
と

抱
え
た
個
体
も
見
ら
れ
、
季
節

の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
改
め
て
、
旬
の
魚
を

旬
の
時
期
に
味
わ
う
こ
と
の
贅

沢
さ
を
実
感
す
る
釣
行
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
然
相
手
の
釣
り
は
決
し
て

楽
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
分
得
ら
れ
る
喜

び
も
大
き
い
も
の
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
次
回
ご
一

緒
く
だ
さ
い
。

　

秋
か
ら
冬
へ
の
移
行
期
と
な

る
11
月
。
朝
夕
は
冷
え
込
み
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
伊
勢
湾

の
海
水
温
も
徐
々
に
低
下
し
て

き
ま
す
。
こ
う
し
た
季
節
の
変

化
と
と
も
に
、
釣
り
同
好
会
に

と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
「
落
ち

ダ
イ
」
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
、

11
月
９
日（
日
）に
毎
年
恒
例
の

伊
勢
湾
沖
で
の
マ
ダ
イ
釣
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
例
年
ど
お
り
、
南
知

多
町
師
崎
の
松
下
釣
船
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
経
験

豊
富
な
船
長
の
的
確
な
判
断
と

ポ
イ
ン
ト
選
択
の
お
か
げ
で
、

毎
回
安
心
し
て
釣
り
に
集
中
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
船
は
早
朝
６
時
30
分
。
天

気
予
報
は
雨
、
さ
ら
に
風
も
強

ま
る
た
め
、
防
寒
と
雨
対
策
を

万
全
に
整
え
８
名
で
い
ざ
乗
船

で
す
。

　

伊
勢
湾
の
マ
ダ
イ
釣
り
は
、

春（
４
～
６
月
）と
秋（
10
～
11

月
）の
年
２
回
が
特
に
盛
り
上

が
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
春
は
産

卵
を
控
え
た
大
型
の
マ
ダ
イ
が

浅
場
へ
と
寄
っ
て
く
る
「
乗
っ

込
み
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
で
、

重
量
感
の
あ
る
大
物
が
狙
え
ま

す
。
一
方
、
秋
は
冬
を
越
す
た

釣
り
同
好
会

同同好好会会だだよよりり

　

そ
れ
で
は
、
来
年
も
安
全
第

一
で
、
変
わ
ら
ぬ
大
漁
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。

【 

連
絡
先 

】

佐 

合 

克 

幸

（
就
職
支
援
課
）
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芸
術
鑑
賞
同
好
会

　

芸
術
鑑
賞
同
好
会
は
、
近
隣

の
音
楽
会
や
美
術
展
の
鑑
賞

を
中
心
に
活
動（
企
画
立
案
と

チ
ケ
ッ
ト
代
補
助
）を
し
て
い

ま
す
。
会
員
は
、
企
画
リ
ス
ト

の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
も
の
に

自
由
に
参
加
で
き
、
新
た
な
企

画
を
提
案
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
本
年
度
は
多
く
の
ご
提
案

を
い
た
だ
き
、
伝
統
芸
術
か
ら

映
画
鑑
賞
ま
で
活
動
の
幅
を
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

令
和
7
年
度　

活
動
内
容　

①�

朝
日
大
学
吹
奏
楽
部　

第
4

回
春
の
コ
ン
サ
ー
ト（
コ
コ

ロ
か
さ
な
る
C
C
N
セ
ン

タ
ー
）（
写
真
1
）

　

第
一
弾
企
画
は
本
学
吹
奏
楽

部
の
「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

す
。「
吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ
」、「
ゲ

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」、
そ
し
て
、

本
学
新
体
操
部
と
の
コ
ラ
ボ
で

「
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」と
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

②�

特
別
展
「
国
宝　

初
音
の
調

度
」・
企
画
展「
千
代
姫
の
華

麗
な
る
生
涯
」（
徳
川
美
術

館
）

　
「
初
音
の
調
度
」は
、
第
三
代

将
軍
家
光
の
長
女
・
千
代
姫
が

尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
に
嫁
ぐ

際
に
誂
え
ら
れ
た
婚
礼
調
度
で

す
。
金
色
に
輝
く
精
緻
で
豪
華

な
品
々
の
奥
に
、
愛
娘
の
幸
せ

を
願
う
親
心
を
感
じ
た
の
は
、

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？ 

③�
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う

一
度
：
藤
木
大
地
、
荘
村
清

志（
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
）

　

昭
和
の
懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
を
、
荘
村
清
志
の
ギ

タ
ー
伴
奏
で
カ
ウ
ン
タ
ー
テ

ナ
ー
・
藤
木
大
地
が
歌
い
あ
げ

ま
し
た
。
澄
み
き
っ
た
優
し
い

声
が
響
き
わ
た
る
と
、
私
た
ち

も“
あ
の
こ
ろ
”へ
と
戻
っ
て
い

く
よ
う
で
し
た
。

④�「
培
広
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

美
人
画
の
雪
月
花
」 

宵
の
口

鑑
賞
会（
岐
阜
県
美
術
館
）

（
写
真
2
）

　

仕
事
帰
り
の「
宵
の
口
」、
学

芸
員
さ
ん
の
解
説
と
と
も
に
、

皆
で
一
緒
に
美
人
画
の
名
品
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
静
か
な
時
間

の
中
で
、
ゆ
っ
く
り
心
が
ほ
ど

け
て
い
き
ま
し
た
。

⑤�「
松
本
市
美
術
館
所
蔵　

草

間
彌
生　

版
画
の
世
界
―
反

復
と
増
殖
―
」（
松
坂
屋
美

術
館
）

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
つ
い
で
の
軽

い
気
持
ち
で
立
ち
寄
っ
た
の
で

す
が
、
気
づ
け
ば
草
間
彌
生
の

世
界
に
す
っ
か
り
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
た
だ“
か
わ
い

い
”で
は
な
い
何
か
強
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

⑥�

第
47
回
ぎ
ふ
ア
ジ
ア
映
画
祭

（
ぎ
ふ
し
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
）

　

今
年
は
8
作
品
の
ア
ジ
ア
映

画
が
上
映
さ
れ
、
私
は
ト
ル

コ
映
画
の
『
葬
送
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
』
を
観
ま
し
た
。
上
映

後
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

配
給
元
の
方
と
観
客
が
シ
ー
ン

の
解
釈
を
語
り
合
う
な
ど
印
象

深
い
体
験
で
し
た
。

⑦�

第
3
回　

各
務
原　

狂
言
と

囃
子
の
会（
各
務
の
舞
台「
村

国
座
」）

　

各
務
原
在
住
の
船
戸
昭
弘

（
小
鼓
）氏
を
は
じ
め
、
狂
言
、

能
の
若
手
実
力
者
た
ち
が
国
指

定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
村

国
座
」
の
舞
台
に
集
結
し
ま
し

た
。
な
ん
と
朝
日
大
学
の
協
賛

で
し
た
。

⑧
―
鬼
―　

 

能
「
安
達
原 

白

頭
」 

狂
言
「
首
引
」（
名
古
屋
能

楽
堂
）

　

改
修
工
事
で
し
ば
ら
く
休
館

し
て
い
た
名
古
屋
能
楽
堂
が
つ

い
に
再
開
！ 

久
し
ぶ
り
の
鑑

賞
会
で
、
し
か
も
ど
ち
ら
も
有

名
な
演
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
存
分

に
堪
能
で
き
ま
し
た
。

⑨�

吹
奏
楽
部　

第
6
回
定
期

演
奏
会 

（
コ
コ
ロ
か
さ
な
る

C
C
N
セ
ン
タ
ー
）

　

活
動
の
締
め
は
今
や
恒
例
の

本
学
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
で
し
た
。
さ
す
が
「
定
期
演

奏
会
」！
本
格
的
な
吹
奏
楽
ス

テ
ー
ジ
で
、
朝
日
大
学
吹
奏
楽

部
の
本
領
発
揮
で
し
た
。

　

以
上
、
私
ど
も
の
活
動
に
ご

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 

連
絡
先 

】

神 

谷 

真 

子

（
救
急
救
命
学
科
）

（
写
真
1
）朝
日
大
学
吹
奏
楽
部
　
第
4
回
　
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

（
写
真
2
）「
培
広
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
美
人
画
の
雪
月
花
」 

宵
の
口
鑑
賞
会
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第
3
回
：

　

2
0
2
6
年
3
月
実
施
予
定

　
「
毎
年
恒
例
！
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
！
」

　

こ
の
回
で
は
、
ご
都
合
が
つ

か
ず
参
加
が
難
し
い
会
員
様
に

も
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
お
配
り
す

べ
く
当
日
参
加
の
皆
様
に
作
製

を
お
願
い
し
て
お
り
、
次
年
度

の
第
1
回
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
で

お
配
り
す
る
予
定
で
す
。

　

本
会
は
プ
ロ
の
指
導
を
受
け

る
な
ど
の
本
格
的
な
も
の
で
は

な
く
、「
気
軽
に
楽
し
む
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
活
動
は
土
曜
日
の
午
後
と

な
り
ま
す
。
お
花
が
お
好
き
な

方
、
ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
、
作
品
の

テ
ー
マ
を
決
め
て
年
に
3
回
程

度（
各
回
で
き
る
か
ぎ
り
2
回

実
施
し
て
お
り
ま
す
）の
開
催

で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
活
動
内
容

第
1
回
：

　

12
月
12
日
～
27
日
ま
で
実
施

　
「
全
員
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画　

2
0
2
4
年
度
作
の
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　

2
0
2
4
年
度
第
3
回（
年

度
内
最
終
回
）に
会
員
の
皆
さ

ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
作
製
し

た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
お
一
人
1

つ
プ
レ
ゼ
ン
ト

第
2
回
：

　

12
月
13
、
20
日　

2
回
実
施

　
「
お
正
月
用
花
飾
り
ア
レ
ン

ジ
」

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
あ
し
ら
っ

た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
。
今
年
度

は
大
輪
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や

カ
ラ
フ
ル
な
水
引
を
用
意
し
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

【 

連
絡
先 

】

川 

木 

晴 

美

（
歯
学
部
・
口
腔
生
化
学
分
野　

内
線
：
１
４
１
７
）
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ゴ
ル
フ
同
好
会
で
は
秋
に
な
が

ら
杯
、
春
に
理
事
長
杯
と
年
2

回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
第
57
回
朝
日
大
学
な

が
ら
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ「
な
が
ら
杯
」
が
2
0
2
5

年
10
月
13
日（
月
・
祝
）に
三
甲

ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

谷
汲
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

21
名
の
参
加
者（
I
N 

3
組
、

O
U
T 

3
組
）と
な
り
、
好
天

に
恵
ま
れ
和
や
か
に
コ
ン
ペ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
の
結
果
は
、
宮

田 

淳 

理
事
長
が
優
勝
! 

（
N
E
T
72
・
6
）さ
れ
、
歯

学
部
歯
周
病
学
分
野
の
西

尾
昌
教
先
生
が
N
E
T
73
・

8
、
次
い
で
大
友
克
之
学
長
が

N
E
T
74
・
6
で
3
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
G
R
O
S
S

で
1
0
0
未
満
の
方
が
10
名
と

徐
々
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
酷
暑
も
よ
う

や
く
収
ま
り
、
と
て
も
爽
や
か

な
気
候
の
下
、
皆
無
事
に
プ
レ
ー

を
終
え
ま
し
た
。
プ
レ
ー
終
了

後
も
、
理
事
長
主
催
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、
表
彰
の
度
に
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
大
会
幹
事
は
、
朝
日
大
学
病

院
管
理
課
の
井
川
課
長
に
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

参
加
の
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た 

! 

　

ゴ
ル
フ
同
好
会
と
し
て
の
活
動

は
、
次
回
は
2
0
2
6
年
3
月

【 

連
絡
先 

】

辰 

巳 

順 

一

（
歯
学
部
・
歯
周
病
学
分
野
）

【 

連
絡
先 

】

大 

森 

俊 

和

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

ゴ
ル
フ
同
好
会

ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会

22
日（
日
）に「
理
事
長
杯
」を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
が
上

手
な
方
も
、
初
心
者
の
方
も
皆

様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

次
年
度
よ
り
い
よ
い
よ
本
格

活
動
再
開
！
休
止
中
に
退
職

者
な
ど
会
員
の
顔
ぶ
れ
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
改
め
て
入
会
希
望
者
を
募
り

ま
す
。
活
動
内
容
は
本
学
体

育
会
学
生
の
活
躍
を
メ
イ
ン
に

幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
系
競
技
の
応

援
を
行
い
ま
す
。

2025年10月13日　三甲ゴルフ倶楽部谷汲コース クラブハウス前での集合写真
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麻
雀
同
好
会

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
麻
雀

同
好
会
の
会
長
を
務
め
ま
す
、

穂
積
事
業
所　

歯
学
部　

口
腔

病
態
医
療
学
講
座　

歯
科
放
射

線
学
分
野
の
飯
田
幸
弘
で
す
。

　

2
0
2
6
年
2
月
12
日（
木
）

に
ド
リ
ー
夢
で
麻
雀
同
好
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が

明
け
て
か
ら
２
回
目
の
開
催

で
す
。
麻
雀
同
好
会
と
聞
く

と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
タ
バ
コ
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
同
好
会
で
は
、
お
金
を

賭
け
な
い
健
全
な
ゲ
ー
ム
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

は
喫
煙
室
が
別
に
設
け
ら
れ
て

お
り
、
副
流
煙
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

数
年
ぶ
り
に
牌
を
握
る
方
も

少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る

中
、
和
や
か
に
ゲ
ー
ム
が
始
ま

り
ま
し
た
。
朝
日
大
学
病
院
と

穂
積
事
業
所
の
事
務
職
の
方
が

１
人
と
３
人
、
穂
積
事
業
所
の

医
療
従
事
者
が
12
人
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
日
頃
、
ゆ
っ
く
り
お

話
す
る
機
会
が
少
な
い
方
同
士

に
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
て
頂
く
の
が
麻
雀
同
好
会
の

目
的
の
一
つ
で
す
。

　

麻
雀
の
魅
力
は
様
々
で
す

が
、対
戦
相
手
と
の
駆
け
引
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
頭
の

体
操
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

若
い
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
関

係
な
く
楽
し
め
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
麻
雀
は
「
何
回
上

が
っ
た
か
」で
は
な
く「
最
終
的

な
持
ち
点
数
」
の
多
寡
で
順
位

を
付
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、
状

況
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
の
進
め
方

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
裏
目
に
で
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
思
い
通
り
に
動
い
た

際
の
爽
快
感
は
形
容
し
難
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
を
３
セ
ッ
ト
行
い
、

成
績
優
秀
者
に
は
景
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
勝
っ
て
も
負
け
て

も
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
、

全
く
ツ
イ
て
い
な
か
っ
た
参
加

者
に
も
景
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。皆
で
楽
し
く
過
ご
し
、あ
っ

と
い
う
間
に
３
時
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

活
動
状
況
で
す
が
、
年
に
１

回
、
総
会
時
に
ゲ
ー
ム
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
経
験
者
の

方
も
、
全
く
経
験
が
な
い
方

も
、
お
誘
い
さ
せ
て
頂
く
機
会

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
際
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
現
在
の
麻
雀
卓
は
、
配
牌

と
言
っ
て
最
初
に
牌
を
各
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
配
置
す
る
こ
と
ま
で

機
械
が
自
動
的
に
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
初
心
者
で
牌
の
扱

い
に
慣
れ
て
い
な
い
方
で
も
ス

ム
ー
ス
に
ゲ
ー
ム
に
入
れ
ま

す
。
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
部

署
の
方
と
交
流
を
持
っ
た
り
、

同
好
会
で
知
り
合
っ
た
方
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
麻
雀
を
楽
し
む

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
興

味
を
お
持
ち
の
方
は
ご
遠
慮
な

く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【 

連
絡
先 

】

飯 

田 

幸 

弘

（
歯
学
部
・
歯
科
放
射
線
学
分
野
）
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　会報『ながら』第42号をお読みいただき、誠にあ

りがとうございます。

　飯田幸弘新代表幹事のもと、夏季・冬季の総会な

らびに懇親会の企画・運営を行い、多くの会員の皆

様にご参加いただくことができました。心より御礼申

し上げます。

　あわせて、職員協議会として法人側との交渉等に

も取り組んでまいりました。至らぬ点もあったかと存

じますが、幹事一同、力を合わせて対応してまいり

ました。今後とも皆様のお力添えを賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

　ながら会では、会員相互の親睦を図るべく、同好

会を設けております。本号の『同好会だより』では各

会の活動報告を掲載しておりますので、ご興味のあ

る方はぜひご参加ください。ご入会・お問い合わせは、

各同好会の代表者までお願いいたします。

　ながら会の運営は、会員の皆様のご協力により成

り立っております。ご意見・ご要望がございましたら、

幹事までお寄せください。会報につきましても、皆

様のご感想やご提案をお待ちしております。

令和8年3月31日
奥山　克史 （歯学部歯科保存学分野）

「ながら会」同好会一覧表
同好会名 代表者 所属

ゴルフ 辰巳　順一 歯学部（歯周病学分野）

カラオケ 北後　光信 歯学部（歯周病学分野）

囲碁 河野　芳郎 歯学部（口腔解剖学分野）

スポーツ応援 大森　俊和 歯学部（歯科補綴学分野）

釣り 佐合　克幸 就職支援部 就職支援課

スキー 花井　祥太 歯学部（口腔外科学分野）

スノーボード 後藤　洋一 朝日大学病院リハビリテーション室

テニス 大野　雄太 歯学部（歯科薬理学分野）

芸術鑑賞 神谷　真子 保健医療学部・救命救急学科

自然に親しむ 柏俣　正典 歯学部

麻雀 飯田　幸弘 歯学部（歯科放射線学分野）

ドライ& プリザーブドフラワー 川木　晴美 歯学部（口腔生化学分野）

自転車 山本　寛明 歯学部（歯科補綴学分野）
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